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Today, Mean of ‘assembly’ is changing. So I reconsider the housing complex. A house reacts to the 
private wants. Good weather, we open the window or put flowers on the terrace. The acts are never for others. 
But, actually, the wants touch others a little. The housing complex should have the place of private wants 
shared. 
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１． はじめに 
	 集合の概念が変わりつつある現代の集合住宅は、既往
の考え方では限界を迎えている。意識共有された私的欲
求の場をもつ自発集合体が、硬直化した集合住宅に新し
さを見出せると考える。 
	 本来、住宅は私的欲求に応えるかたちで存在している
と考えられる。天気が良ければ窓を開けるし、テラスに
は綺麗な花を飾る。そうした行為は自慰的で決して他人
のために行っていることではない。私的欲求を満たすこ
とで、実は何かしらの接点をもつ集合住宅が考えられな
いか。それは私的欲求に応え、尚かつ無意識的に他者と
の関係を孕む、自発集合体になるのではないかと考える。 
 
２． 事前研究	 
単位が集合して全体ができる建築を調べ、単位と全体
とそれ以外について考える。また、集合住宅の形式の中
で長屋に注目し事例をまとめる。 
（１）単位と全体 
	 建築はある単位が集合（配列複製）して全体ができる
構造をもったタイプが存在する。それらは経済的・効率
的なメリットが大きな理由で民間ディベロッパーの収益
構造の上で成り立っている。	 
	 商業施設と集合住宅を比べてみる。商業施設では単位
と全体の間に大きな動線がある。そこには活動や商品が
溢れ、そうした行為が自己の利益になると共に、他者の
利益にも少なからず影響する。一方集合住宅では単位と
全体の間には私的な行為が他者に影響を与えることは少
なく、自慰に留まる。そこで集合住宅では全体の中に単
位があり、単位の先にそれ以外がある形式を提案する。 
（２）長屋 
接道義務により住宅は公共性の高い道路に接している。
そして玄関を跨ぐと高いプライベート性を確保できる。
その２つのギャップを、集合住宅における住戸へのアク
セス形式で分類すると以下のようになった。	 
	 
図 1	 アクセス形式と public/private のダイアグラム	 
	 
直接型はテラスハウスや長屋に代表される形式で、各
住戸へ独立したアクセル路をもっているため、パブリッ
クとプライベートの差が大きい。このことは住宅におい
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て大切なことと考えられる。その上でプライベートの先
にまたパブリックになりうる構造をもった集合住宅を提
案する。	 
提案 
	 私的欲求に応える場として何か共有している感覚がも
てるテラスがある集合住宅を提案する。 
 
 
図 2	 連続するテラスの風景 
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